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先
日
私
と
同
じ

ビ
ル
の
内
科
開
業

医
が
閉
院
さ
れ

た
。
近
年
診
療
時

間
を
短
縮
さ
れ
計

画
的
だ
と
思
わ
れ

る
。
Ｉ
Ｔ
化
に
つ

い
て
い
け
な
い
、
そ
れ
が
一
番

の
ス
ト
レ
ス
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。
家
電
の
様
に
購
入
し

て
誰
で
も
使
え
る
の
な
ら
い
い

が
、
そ
う
で
は
な
い
。
エ
ラ
ー

時
に
対
処
で
き
る
医
師
や
ス
タ

ッ
フ
は
ど
れ
ほ
ど
い
て
、
一
般

成
人
で
は
何
割
ほ
ど
の
方
が
対

応
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
こ
ん
な

も
の
が
義
務
化
さ
れ
た
▼
マ
イ

ナ
保
険
証
の
義
務
化
は
し
な
い

と
批
判
を
か
わ
し
て
導
入
し
、

オ
ン
資
は
結
局
ほ
ぼ
す
べ
て
の

医
療
機
関
に
義
務
化
さ
れ
た
。

次
は
電
子
処
方
箋
の
義
務
化
と

続
く
で
あ
ろ
う
。
Ｘ
線
の
保
管

も
業
者
に
ク
ラ
ウ
ド
を
強
く
す

す
め
ら
れ
た
。
将
来
的
に
は
こ

こ
に
も
血
税
が
投
入
さ
れ
、
気

付
け
ば
、
そ
れ
ら
全
て
が
義
務

化
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

▼
財
務
省
に
よ
る
と
今
年
度
の

特
別
会
計
は
２
０
４
兆
円
。
一

般
会
計
の
予
算
は
１
１
５
兆
円

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
医
療
費
に

充
て
ら
れ
る
の
は
１１
兆
円
（
地

方
税
を
入
れ
る
と
１７
兆
円
）、

特
別
会
計
の
詳
細
は
把
握
で
き

な
い
。
特
別
会
計
で
本
当
に
必

要
な
金
額
は
幾
ら
な
の
だ
ろ
う

▼
医
療
費
は
財
源
が
無
い
と

徐
々
に
実
質
減
額
さ
れ
続
け
て

き
た
が
、
医
療
Ｄ
Ｘ
化
に
関
す

る
財
源
等
は
議
論
さ
れ
な
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
導
入
時
に
８
千

８
０
０
億
円
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
に
は
２
兆
円
以
上
、
維
持
す

る
費
用
に
令
和
５
年
単
年
だ
け

で
も
総
務
省
、
厚
労
省
各
々
で

約
９
０
０
億
円
費
や
さ
れ
て
い

る
。
国
民
か
ら
の
税
金
は
還
元

さ
れ
な
い
。
そ
ろ
そ
ろ
日
本
人

も
気
が
付
く
べ
き
だ
。

（
Ｒ
）

田中麻衣子
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首相所信表明演説

糖尿病全国調査論文が英文医学誌に掲載糖尿病全国調査論文が英文医学誌に掲載

適切な糖尿病管理で医師の無形の力量示す適切な糖尿病管理で医師の無形の力量示す

一般開業医も最新の治療戦略を導入

内
容
も
変
化
し
て
い
る
。
患
者

の
置
か
れ
た
環
境
も
多
様
な

中
、
糖
尿
病
を
専
門
と
し
な
い

一
般
開
業
医
に
あ
っ
て
も
専
門

医
と
同
様
の
最
新
治
療
を
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
し
成
果
を
上
げ
て

い
る
実
態
は
、
注
目
す
べ
き
エ

ビ
デ
ン
ス
で
あ
る
。

エ
ビ
デ
ン
ス
発
信
も

実
地
医
家
で

　

本
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
一

連
の
糖
尿
病
調
査
は
、
責
任
医

　

ま
た
、
７
番
目
に
位
置
付
け

た
「
健
康
医
療
安
全
保
障
」
に

て
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改

革
を
議
論
す
る
国
民
会
議
を
設

置
す
る
と
表
明
。
野
党
も
含
め

た
超
党
派
で
、
有
識
者
も
交
え

た
会
議
体
と
す
る
方
針
だ
。「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
含
む
薬
剤
自
己

負
担
の
見
直
し
や
、
電
子
カ
ル

テ
を
含
む
医
療
機
関
の
電
子

化
」
な
ど
は
「
迅
速
に
検
討
を

進
め
る
」、「
現
役
世
代
の
保
険

料
」
に
つ
い
て
は
引
き
下
げ
で

は
な
く
「
負
担
を
抑
え
ま
す
」

と
し
た
。

師
の
新
井
桂
子
氏
（
あ
ら
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
横
浜
市
青
葉
区
）

ら
、
全
員
が
開
業
医
（
会
員
）

の
糖
尿
病
全
国
調
査
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
た
。
今
回
に
関
し
て
は
、

統
計
の
専
門
家
で
あ
る
横
浜
市

立
大
学
の
山
本
紘
司
教
授
の
サ

ポ
ー
ト
も
受
け
た
が
、
ほ
と
ん

ど
が
開
業
医
の
手
に
よ
る
も
の

だ
。

　

「D
iabetes T

herapy

」
は
閲

覧
者
に
無
料
公
開
さ
れ
るopen 

〈
研
究
概
要
〉

　

近
年
、
糖
尿
病
治
療
は
新
し
い
血
糖
降
下

薬
の
登
場
な
ど
に
よ
り
大
き
く
進
歩
し
て
い

る
。
日
本
で
は
、
多
く
の
糖
尿
病
患
者
が
一

般
開
業
医
（
Ｇ
Ｐ
ｓ
）
の
も
と
で
診
療
を
受

け
て
お
り
、
そ
の
診
療
の
質
は
合
併
症
を
防

ぐ
上
で
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
開
業
医
に

よ
る
糖
尿
病
管
理
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

き
た
か
は
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

　

今
回
、
２
０
０
６
年
と
２
０
１
８
年
に
実

施
し
た
全
国
調
査
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
Ｇ

Ｐ
ｓ
に
よ
る
２
型
糖
尿
病（
Ｔ
２
Ｄ
Ｍ
）治
療

の
変
化
を
分
析
し
た
。
調
査
で
は
、
Ｇ
Ｐ
ｓ

と
糖
尿
病
専
門
医
が
診
て
い
た
患
者
の
年

齢
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）、

体
格
指
数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
お
よ
び
使
用
薬
の

種
類
・
数
な
ど
を
比
較
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
０
１
８
年
に
Ｇ
Ｐ
ｓ
の
下

で
治
療
を
受
け
て
い
た
患
者
は
２
０
０
６
年

よ
り
高
齢
で
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
高
か
っ
た
が
、
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
値
は
改
善
し
て
い
た
。
薬
剤
の
傾
向

と
し
て
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｐ-

４
阻
害
薬
が
最
も
多

く
、ビ
グ
ア
ナ
イ
ド
薬
が
次
い
で
多
か
っ
た
。

ス
ル
ホ
ニ
ル
ウ
レ
ア
薬
は
処
方
頻
度
・
投
与

量
と
も
に
減
少
。
ま
た
、
複
数
の
経
口
血
糖
降

下
薬
を
併
用
す
る
治
療
が
増
加
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
傾
向
は
糖
尿
病
専
門
医
に
お
け

る
変
化
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
多
く
の
一

般
開
業
医
が
最
新
の
治
療
方
針
を
取
り
入

れ
、
適
切
な
糖
尿
病
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。
地
域
医
療
の
第
一
線
を

担
う
開
業
医
の
治
療
の
進
化
は
、
糖
尿
病
患

者
の
健
康
維
持
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。 access

の
論
文
雑
誌
で
、
掲
載

に
は
本
来
料
金
が
か
か
る
。
投

稿
料
は
７
千
６
７
５
ド
ル
（
１

１
６
万
円
超
）
だ
が
、
本
稿
は

新
井
氏
が
レ
ビ
ュ
ア
ー
を
多
数

こ
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
無
料

で
掲
載
さ
れ
た
（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）。

“OTC類似薬”が保険適用から除外！？“OTC類似薬”が保険適用から除外！？

患者さん向けポスター、患者さん向けポスター、
院内に掲示を！院内に掲示を！

　

学
術
部
が
取
り
組
ん
で
き
た

糖
尿
病
の
全
国
調
査
に
関
す
る

論
文
が
１０
月
２１
日
、
英
文
医
学

誌「D
iabetes T

herapy

」
に
オ

ン
ラ
イ
ン
掲
載
さ
れ
た
。
タ
イ

ト

ル

は
「T

rends in the

M
anag

em
ent of P

atients 

w
ith

 T
y

p
e 2

 D
ia

b
etes

M
e

llitu
s b

y
 Ja

p
a

n
e

se

Practitioners

（
日
本
の
開
業

医
に
よ
る
２
型
糖
尿
病
患
者
の

治
療
動
向
）」
で
、
９
月
２５
日

に
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
て
い
た
。

　

当
会
は
２
０
０
６
年
と
１８
年

に
全
国
の
保
険
医
協
会
・
医
会

に
所
属
す
る
医
療
機
関
の
協
力

を
得
て
、
学
術
調
査
を
実
施
。

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
で
、
糖
尿
病

の
専
門
医
も
専
門
と
し
な
い
開

業
医
も
良
好
な
血
糖
管
理
を
行

っ
て
い
る
実
態
を
示
し
、
こ
れ

ま
で
６
本
の
論
文
化
を
果
た
し

て
き
た
。

　

一
連
の
研
究
論
文
で
７
本
目

と
な
る
今
回
は
、
０６
年
と
１８
年

３
疾
患
を
生
活
習
慣
病
管
理
料

に
移
行
。
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
を
２
回
算
定
し
て
い
た
ケ
ー

ス
や
、
他
疾
患
併
発
等
で
医
学

管
理
料
を
併
算
定
し
た
ケ
ー
ス

と
比
べ
、
報
酬
が
低
く
抑
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
外
来
管

理
加
算
の
同
日
併
算
定
も
不
可

な
ど
と
さ
れ
、
適
切
な
疾
病
管

理
を
行
う
開
業
医
の
無
形
技
術

に
対
し
て
不
当
な
評
価
だ
と
い

え
る
。

２６
年
改
定
に
際
し
て
も
先

日
、
支
払
側
は
生
活
習
慣
病
管

理
料
Ⅰ
に
対
し
て
さ
ら
な
る
適

正
化
を
求
め
、
外
来
管
理
加
算

の
廃
止
に
も
言
及
し
た
。
診
療

側
委
員
は
、
抵
抗
の
弁
を
主
張

し
、
攻
防
が
続
い
て
い
る
。

　

医
学
、
医
療
は
日
々
進
歩
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
診
療

の
間
に
起
き
た
１０
年
ほ
ど
の
診

療
内
容
の
変
化
を
、
糖
尿
病
専

門
医
お
よ
び
一
般
開
業
医
に
つ

い
て
分
析
。
そ
の
結
果
か
ら
、

「
一
般
開
業
医
に
お
い
て
観
察

さ
れ
た
診
療
内
容
の
変
遷
は
、

糖
尿
病
専
門
医
に
お
け
る
傾
向

と
一
致
し
て
お
り
、
多
く
の
日

本
の
一
般
開
業
医
が
最
新
の
治

療
戦
略
を
導
入
し
、
適
切
な
糖

尿
病
管
理
を
行
っ
て
い
る
実
態

が
示
唆
さ
れ
る
」
と
し
た
。

　

し
か
し
２
０
２
４
年
の
診
療

報
酬
改
定
で
、
厚
労
省
は
糖
尿

病
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
の

論文はこちら

厚 労 省 の 社

会保障審議会・

医 療 保 険 部 会

は 10 月 16 日、

政 府 方 針 を 受

け、OTC類 似 薬
※に対する保険

適 用 を 見 直 す

議論を始めた。

早 け れ ば2026

年 度 か ら の 開

始 を 目 指 す と

している。これ

が 実 行 さ れ る

と、患者負担は

保険適用時（3割負担）と比べても10倍から50倍（推計）

に増え、患者の治療中断につながることは必至だ。自己

判断による市販薬の服用で、受診の遅れや重症化等も懸

念される（詳細は2面）。

 ※ 処方箋医薬品のうち、成分や効能が似通った市販薬が販売さ
れている医薬品のこと

医科版ポスター（歯科版あり）

　

高
市
氏
は
１０
月
４
日
の
自
民

党
総
裁
就
任
会
見
で
は
物
価
高

対
策
に
つ
い
て
「
少
し
急
が
な

く
て
は
い
け
な
い
」
と
し
、
来

年
度
の
診
療
報
酬
改
定
の
効
果

が
表
れ
る
の
は
「
待
っ
て
い
ら

れ
な
い
状
況
」
と
発
言
。
１０
月

２０
日
の
自
民
・
維
新
の
連
立
政

権
合
意
書
で
は
「
経
営
状
況
を

好
転
さ
せ
る
た
め
の
施
策
」
の

対
象
を
「
病
院
」
と
し
て
い
た

が
、
所
信
表
明
演
説
で
は
医
科

歯
科
診
療
所
も
含
む
「
医
療
機

診
療
報
酬
改
定
前
倒
し
と

補
助
金
を
実
施

焦
点
は
改
定
率
の
規
模
へ

　

高
市
早
苗
首
相
が
１０
月
２４
日
の
初
の
所
信
表
明
演
説
で
、
診
療

報
酬
改
定
の
前
倒
し
実
施
と
補
助
金
措
置
の
実
施
を
表
明
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
プ
ラ
ス
改
定
や
補
助
金
支
援
は
確
定
的
と
な
る
。
今

後
は
プ
ラ
ス
改
定
の
改
定
率
（
規
模
、
金
額
）
が
議
論
の
焦
点
と

な
る
。
保
険
医
協
会
は
１０
％
以
上
の
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
て
い
く
。

関
」
へ
と
踏
み
込
ん
だ
。

　

「
物
価
高
対
策
」
は
、
所
信
表

明
演
説
の
「
は
じ
め
に
」
と
「
む

す
び
」
を
除
く
１０
テ
ー
マ
の
う

ち
２
番
目
の
位
置
付
け
だ
。「
国

民
の
皆
様
の
い
の
ち
を
守
り
、

安
心
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

赤
字
に
苦
し
む
医
療
機
関
や
介

護
施
設
へ
の
対
応
は
待
っ
た
な

し
で
す
。
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
に
つ
い
て
は
、
賃
上
げ
・
物

価
高
を
適
切
に
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
が
、
報
酬
改
定
の
時
期

を
待
た
ず
、
経
営
の
改
善
及
び

従
業
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が

る
補
助
金
を
措
置
し
て
、
効
果

を
前
倒
し
し
ま
す
」
と
語
っ
た
。

神奈川県
保険医協会会員数

（10月29日現在）

6,530名
医科：3,954名 
歯科：2,576名

※協会未入会の方をご紹介ください。
ご連絡は、協会組織部まで。
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１０
月
１７
日
に
中
医
協
総
会
が

開
催
さ
れ
、
１２
月
１
日
付
で
の

歯
科
用
貴
金
属
価
格
随
時
改
定

が
承
認
さ
れ
た
。
歯
科
鋳
造
用

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金
１２

％
以
上
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適
合
品
）
に
つ

い
て
は
１０
・
４
％
の
引
き
上
げ

で
、
具
体
的
に
は
３
千
４
４
５

円
／
ｇ
か
ら
３
千
８
０
２
円
／

ｇ
（
３０
ｇ
換
算
１０
万
３
千
３
５

０
円
か
ら
１１
万
４
千
６０
円
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
前
々
回
６
月
随
時
改
定
及
び

前
回
９
月
随
時
改
定
も
引
き
上

げ
）。
今
回
は
特
に
金
の
価
格

の
急
騰
が
著
し
く
、
金
パ
ラ
の

告
示
価
格
も
急
激
に
上
が
り
、

２
０
２
２
年
７
月
随
時
改
定
時

の
３
千
７
１
５
円
／
ｇ
（
３０
ｇ

換
算
１１
万
１
千
４
５
０
円
）
を

上
回
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

歯
科
鋳
造
用
１４
カ
ラ
ッ
ト
金
合

金
と
銀
合
金
も
同
様
に
「
引
き

上
げ
」
と
な
る
（
左
表
）
。
今

回
の
随
時
改
定
に
つ
い
て
は
今

た
い
。
な
お
、
今
回
随
時
改
定

に
伴
う
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴

の
関
連
点
数
改
定
の
詳
細
は
今

後
掲
載
す
る
予
定
。

年
７
月
～
９
月
の
素
材
価
格
を

参
照
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

告
示
価
格
変
更
内
容
に
つ
い

て
は
、
左
表
を
参
照
い
た
だ
き

名称
2025年9月
随時改定

告示価格（円/g）

2025年12月
随時改定

告示価格（円/g）

歯科鋳造用14カラット金合金
インレー用（JIS適合品） 12,587 13,287

歯科鋳造用14カラット金合金 
鉤用（JIS適合品） 11,278 11,978

歯科用14カラット金合金鉤用
線（金58.33%以上） 11,373 12,073

歯科用14カラット合金用
金ろう（JIS適合品） 11,362 12,062

歯科鋳造用金銀パラジウム合金
（金12%以上JIS適合品）   3,445   3,802

歯科用金銀パラジウム合金ろう
（金15%以上JIS適合品）   5,095   5,435

歯科鋳造用銀合金第1種
（銀60%以上インジウム5%未満JIS適合品）

     187 207

歯科鋳造用銀合金第2種
（銀60%以上インジウム5%以上JIS適合品）

     212 232

歯科用銀ろう（JIS適合品）      250 261

2025年12月1日の随時改定で告示価格が変更される品目

本
人
の
同
意
な
く
個
人
を
付

番
し
、
個
人
情
報
を
収
集
・
利

用
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る

等
と
し
て
、
県
民
な
ど
約
２
３

０
名
が
国
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
停
止
等
を
求
め
た

集
団
訴
訟
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
違

憲
訴
訟
＠
神
奈
川
」に
つ
い
て
、

３
月
２６
日
の
最
高
裁
の
上
告
不

受
理
の
決
定
を
も
っ
て
、
２
０

１
６
年
３
月
か
ら
約
９
年
間
に

わ
た
る
法
廷
闘
争
が
終
了
を
迎

え
た
（
詳
細
は
本
紙
６
月
５
日

号
に
既
報
）。
同
訴
訟
に
は
、

協
会
か
ら
も
２０
名
の
会
員
・
事

務
局
員
が
原
告
に
参
加
。
全
面

的
に
協
力
・
支
援
し
て
き
た
。

　

訴
訟
の
終
結
を
受
け
て
、
７

月
２５
日
に
は
県
民
セ
ン
タ
ー
会

議
室
で
原
告
団
・
弁
護
団
の
締

め
括
り
集
会
を
開
催
。
原
告
、

弁
護
士
な
ど
約
４０
名
が
参
加
し

た
。
は
じ
め
に
、
弁
護
団
代
表

の
小
賀
坂
徹
弁
護
士
が
９
年
間

の
裁
判
闘
争
を
振
り
返
り
、
原

告
団
・
弁
護
団
へ
の
労
い
の
言

葉
を
述
べ
た
。
ま
た
、
法
律
学

で
は
定
説
の
自
己
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
を
未
だ
認
め
ず
、
デ

ジ
タ
ル
化
が
加
速
す
る
現
代
に

お
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
中

心
と
す
る
基
本
的
人
権
を
認
め

な
い
、
旧
態
依
然
の
司
法
判
断

へ
の
憤
り
を
吐
露
。
他
方
で
、

こ
の
訴
訟
が
未
来
の
自
己
情
報

社
保
審
で
本
格
議
論
を
開
始

自
維
連
立
で
議
論
加
速
が
懸
念

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

　

厚
労
省
の
社
会
保
障
審
議

会
・
医
療
保
険
部
会
は
１０
月
１６

日
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
保
険
適
用

の
見
直
し
に
向
け
て
本
格
的
な

議
論
を
開
始
。
年
内
の
取
り
ま

と
め
を
目
指
す
と
し
た
。
資
料

に
は
骨
太
の
方
針
２
０
２
５
と

今
年
６
月
の
自
民
・
公
明
・
維

新
の
合
意
文
書
が
示
さ
れ
、
論

点
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
「
保

険
給
付
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
」
と
さ
れ
た
。

　

診
療
側
は
、
保
険
適
用
か
ら

外
す
の
は
「
時
期
尚
早
」
と
し

て
反
対
を
表
明
し
、
自
己
判
断

で
の
服
用
に
よ
る
受
診
遅
延
や

健
康
被
害
、
患
者
負
担
の
増
加

の
問
題
等
を
指
摘
。
一
方
で
支

払
側
は
、
個
人
で
対
応
で
き
な

い
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

が
社
会
保
険
の
役
割
と
し
、
小

さ
な
リ
ス
ク
へ
の
保
険
給
付
の

あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
と
し
た
。

１０
月
２０
日
に
は
自
由
民
主
党

と
日
本
維
新
の
会
の
連
立
政
権

樹
立
に
伴
う
合
意
書
が
出
さ

れ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
つ
い
て

は
今
春
の
自
公
維
の
三
党
合
意

及
び
骨
太
方
針
に
沿
っ
た
実
現

を
目
指
す
と
し
た
。
２４
日
に
は

高
市
首
相
が
所
信
表
明
演
説

で
、
人
口
減
や
少
子
高
齢
化
を

乗
り
切
る
た
め
、
社
会
保
障
制

度
の
給
付
と
負
担
の
在
り
方
を

議
論
す
る
「
国
民
会
議
」
の
設

置
を
表
明
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を

含
む
薬
剤
自
己
負
担
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
と

し
た
。

　

自
維
の
連
立
政
権
の
樹
立
に

伴
い
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

適
用
除
外
の
議
論
加
速
が
懸
念

さ
れ
る
。

市
民
７
割

「
知
ら
な
い
」

１０
月
１９
日
の
市
民
向
け
イ
ベ

ン
ト
「
医
療
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
こ
の
保
険
外
し
の
議
論

に
つ
い
て
７
割
が
「
知
ら
な
い
」

と
回
答
す
る
な
ど
、
一
般
的
に

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。
会
員
の
先
生
方
に
は
、「
患

者
向
け
ポ
ス
タ
ー
」
（
医
科
版
・

歯
科
版
）
を
活
用
し
、
こ
の
問

題
を
広
く
周
知
願
い
た
い
。
当

ポ
ス
タ
ー
は
、
協
会

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
お

問
合
せ
は
医
療
運
動
部
会
ま
で
。

9月15日・全国集会の様子

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
確
立
の
た
め

に
果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
小

さ
く
な
い
と
強
調
し
た
。

　

次
に
、
弁
護
団
の
各
弁
護
士

や
原
告
よ
り
裁
判
闘
争
の
感
想

等
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
の

意
見
交
換
で
は
、
▽
今
日
を
も

っ
て
原
告
団
を
解
散
と
す
る
こ

と
、
▽
原
告
団
を
基
盤
に
新
た

な
市
民
団
体
を
立
ち
上
げ
、
引

き
続
き
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
確
立
に
向
け
た
運
動
を
し

て
い
く
こ
と
―
等
が
確
認
さ
れ

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
時
、

街
か
ら
人
々
の
往
来
が
少
な

く
な
り
協
会
活
動
、
文
化
部

の
活
動
も
制
限
さ
れ
て
い
た

が
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
時

代
と
な
っ
て
街
に
は
人
々
が

繰
り
出
し
て
い
る
。

　

文
化
部
で
も
活
動
の
制
限

が
少
な
く
な
り
、
み
ん
な
の

料
理
教
室
（
講
師
は
料
理
研

究
家
の
細
見
涼
子
氏
）
、
写

真
教
室
（
講
師
は
二
科
会
写

真
部
会
員
の
榊
原
俊
寿
氏
）
、

釣
り
大
会
（
ア
ジ
釣
り
、
カ

ワ
ハ
ギ
釣
り
）
な
ど
定
番
の

行
事
を
は
じ
め
、
昨
年
の
ワ

イ
ン
利
き
酒
会
に
続
き
今
年

も
横
浜
君
嶋
屋
代
表
の
君
嶋

哲
至
氏
を
講
師
に
招
い
て
日

本
酒
利
き
酒
会
を
行
い
、
参

加
者
か
ら
大
好
評
を
博
し

た
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好

会
も
発
足
か
ら
２７
年
を
迎

え
、
練
習
会
、
大
会
参
加
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
走

る
こ
と
が
好
き
な
先
生
、
最

近
ご
自
身
の
体
力
維
持
が
気

に
な
る
先
生
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
旧
東
海
道
」
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一
旦
中
断

さ
れ
た
が
地
元
の
ガ
イ
ド
協

会
の
協
力
の
も
と
、
２
０
２

１
年
の
神
奈
川
宿
を
皮
切
り

に
昨
年
の
川
崎
宿
に
続
き
、

今
年
は
保
土
ケ
谷
宿
を
巡
っ

た
。
約
４
㎞
の
コ
ー
ス
で
、

天
王
町
駅
前
公
園
（
旧
帷
子

橋
）
を
起
点
と
し
て
神
社
、

寺
社
を
中
心
に
付
近
に
あ
る

Ｙ
Ｂ
Ｐ
（
ヨ
コ
ハ
マ
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ク
）
に
立
ち
寄
り
、

本
陣
跡
か
ら
Ｊ
Ｒ
保
土
ケ
谷

駅
ま
で
２０
カ
所
を
巡
っ
た
。

毎
回
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

常
連
の
先
生
も
お
り
、
次
回

以
降
も
乞
う
ご
期
待
で
あ
る
。

　

今
年
は
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
横

浜
工
場
見
学
＆
隣
接
ビ
ア
ホ

ー
ル
で
の
ラ
ン
チ
懇
親
会
を

開
催
し
た
。
参
加
者
は
、
ビ

ー
ル
を
片
手
に
笑
み
と
一
緒

に
賑
や
か
な
お
し
ゃ
べ
り
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ

れ
た
と
思
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
人
気
の
企
画
は

開
催
を
案
内
す
る
と
す
ぐ
に

定
員
に
達
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

先
生
は
早
め
の
申
込
み
を
お

願
い
し
た
い
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
保
団

連
や
各
県
の
保
険
医
協
会
・

医
会
の
文
化
部
活
動
の
情
報

も
参
考
に
し
、
既
存
の
企
画

に
加
え
て
新
た
な
企
画
を
検

討
し
て
い
る
。

　

会
員
の
先
生
方
に
は
、
ぜ

ひ
ご
要
望
が
あ
れ
ば
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
ま
た
興

味
の
あ
る
企
画
が
あ
れ
ば
、

奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
。

進
化
を
続
け
る
文
化
活
動

お
気
軽
に
ご
参
加
を

歯科 １２月随時改定歯科 １２月随時改定

鋳鋳造用金パラ357円引き上げ造用金パラ357円引き上げ
3,445円／g→3,802円／gに

7月25日・締め括り集会の様子

最
高
裁
判
決
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
拡
大
の
抑
止
に

　

９
月
１５
日
に
は
、
全
国
の
原

告
団
・
弁
護
団
に
よ
る
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
違
憲
訴
訟
・
総
括
集

会
」
が
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
で
開
催
さ
れ
、
仙
台
・
新

潟
・
金
沢
・
東
京
・
神
奈
川
・

名
古
屋
・
大
阪
・
福
岡
の
８
地

裁
の
原
告
、
弁
護
士
ら
５２
名
が

参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
８
つ
の
集
団
訴
訟

の
弁
護
団
よ
り
、
約
９
年
間
に

わ
た
る
裁
判
闘
争
の
総
括
、
各

地
の
原
告
団
の
主
張
の
特
色
、

裁
判
と
並
行
し
た
運
動
等
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

特
に
、
最
初
の
最
高
裁
判
決

が
下
さ
れ
た
２３
年
３
月
の
仙

台
・
名
古
屋
・
福
岡
訴
訟
に
お

い
て
は
、
「
法
令
等
の
根
拠
に

基
づ
き
、
正
当
な
行
政
目
的
の

範
囲
内
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
合
憲
だ
と

判
断
さ
れ
、
原
告
ら
の
請
求
が

棄
却
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

判
決
が
制
度
の
な
し
崩
し
的
な

利
用
範
囲
の
拡
大
の
抑
止
力
に

な
っ
て
い
る
と
し
、
大
き
な
成

果
で
あ
る
こ
と
を
共
有
し
た
。

　

一
方
、
以
降
の
金
沢
・
大
阪
・

東
京
・
神
奈
川
の
各
訴
訟
が
立

て
続
け
に
上
告
棄
却
・
上
告
不

受
理
（
い
わ
ゆ
る
門
前
払
い
）

と
い
う
扱
い
を
受
け
た
こ
と
に

対
す
る
憤
り
の
声
が
多
数
上
が

っ
た
。

　

最
後
に
、
各
地
の
原
告
団
が

解
散
し
た
今
後
に
つ
い
て
は
、

▽
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

確
立
の
た
め
に
取
り
組
む
次
世

代
の
た
め
に
も
裁
判
の
記
録
を

残
す
、
▽
各
地
の
原
告
団
を
基

盤
に
新
た
な
市
民
運
動
の
形
を

模
索
す
る
―
等
の
方
向
性
が
示

さ
れ
、
参
加
者
で
確
認
し
た
。



昭和３８年８月２３日
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　地域医療対策部は9月8日、神奈川県医療ソーシャルワーカー協会（MSW

協会）との懇談会を協会会議室とWEB併用で開催。MSW協会からは、佐野

会長、岡藤・伊藤両副会長、宮本事務局長、疋田監事、福田前会長が出

席。地域医療対策部からは、岡田部長、岩崎副部長、鈴木担当副理事長、

二村・洞澤両部員が出席した。

　懇談会では、第21クール（2024年9月～2025年8月）を終えた医療費相

談事業の振り返りを行った。会員医療機関から患者を相談室につなぐ理

想的な連携が見られた一方で、相談室の利用者が少ないという課題も共

有された。これを受けて、月1回の定例開催という現状を見直す声も上

がったが、まずは事業の広報を強化していくことが確認された。具体的

には、協会ホームページや保険医新聞での案内を見直すことで、会員へ

の周知を強化する方針だ。また、恒例の共同学習会についても、医療費

相談事業の周知につなが

るテーマを設定していく

ことが確認された。

活動報告活動報告quick reports

MSW協会との懇談MSW協会との懇談

医療費相談事業の広報強化を確認医療費相談事業の広報強化を確認

宮
川
康
一
先
生
が
逝
去

　

旧
歯
科
部
会
や
公
害
環
境

対
策
部
、
文
化
部
、
横
浜
支

部
で
長
年
ご
活
躍
さ
れ
て
き

た
、
元
理
事
の
宮
川
康
一
先

生
（
横
浜
市
緑
区
）
が
、
９

月
２５
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
８０
歳
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

役
職
員
一
同

新入会員自己紹介 新入会員自己紹介 file.file. 4545

　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫るいくつかの質　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫るいくつかの質

問をしてみました（連載不定期）。問をしてみました（連載不定期）。

鎌倉市鎌倉市 ○○医医

小林　修三先生小林　修三先生

クラシック音楽とクラリネット演奏

学生時代のめり込んだことは？

自分の良いところは？

先を見透すところ

指揮者

人生をやり直せるとしたら何がしたい？やはり医療者？

孫と旅行したこと

最近嬉しかったことは？

目指す医師像、歯科医師像は？

患者さんに優しい医師

小
児
の
近
視
治
療
法
を

具
体
的
に
解
説

眼
科
研
究
会

事後抄録研
究
部
は
８
月
３０
日
、
眼
科

研
究
会
「
今
こ
そ
知
り
た
い
！

小
児
の
近
視
管
理

最
前
線
」

を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

で
開
催
。東
京
都
立
広
尾
病
院
・

眼
科
医
長
の
五
十
嵐
多
恵
氏
が

講
演
し
、
６８
名
（
会
場
７
名
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
６１
名
）
が
参
加
し
た
。

事
後
抄
録
を
掲
載
す
る
。

　

２
０
２
５
年
９
月
１０
日
、
日

本
病
院
会
、
全
日
本
病
院
協
会
、

日
本
医
療
法
人
協
会
、
日
本
精

神
科
病
院
協
会
、
日
本
慢
性
期

医
療
協
会
、
全
国
自
治
体
病
院

協
議
会
の
６
団
体
が
福
岡
資
麿

厚
生
労
働
大
臣
（
当
時
）
宛
て

に
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

世
界
的
な
近
視
人
口
の
増
加

に
伴
い
、
近
視
に
伴
う
中
高
年

期
以
降
の
眼
合
併
症
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
、
小
児
期
の
近
視
予

防
や
、
近
視
進
行
抑
制
治
療
、

強
度
近
視
の
管
理
に
関
し
て
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　

ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
を
経

て
、
臨
床
的
に
有
用
と
さ
れ
る

抑
制
率
（
３０
～
４０
％
以
上
）
が

示
さ
れ
た
治
療
法
に
は
、
ア
ト

ロ
ピ
ン
点
眼
液
、
オ
ル
ソ
ケ
ラ

ト
ロ
ジ
ー
、
多
焦
点
ソ
フ
ト
コ

講師の五十嵐氏

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
（
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）
、

低
照
度
赤
色
光
治
療
、
デ
フ
ォ

ー
カ
ス
組
込
み
理
論
に
基
づ
く

多
分
割
眼
鏡
レ
ン
ズ
や
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
理
論
に
基
づ
く
低
光
線

拡
散
レ
ン
ズ
な
ど
の
近
視
管
理

用
眼
鏡
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
本

邦
で
は
、
国
家
的
な
近
視
予
防

対
策
も
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
近
視
進
行
抑
制
治
療
の
全

て
が
未
承
認
で
、
単
独
で
５０
％

を
超
え
る
抑
制
効
果
が
あ
る

『
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
な
治
療
』
は
選
択

肢
が
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

２
０
２
４
年
１２
月
末
、
厚
労
省

は
本
邦
初
の
近
視
進
行
抑
制
効

果
の
あ
る
治
療
と
し
て
、
参
天

製
薬
の
低
濃
度
ア
ト
ロ
ピ
ン
点

眼
を
承
認
し
た
。
ま
た
『
Ｂ
ｅ

ｓ
ｔ
な
治
療
』
の
一
つ
で
あ
る

C
ooperV

ision

社
の
多
焦
点
Ｓ

Ｃ
Ｌ
も
国
内
治
験
が
終
了
し
、

承
認
が
下
り
た
と
こ
ろ
で
販
売

が
待
た
れ
る
。
さ
ら
に
デ
フ
ォ

ー
カ
ス
組
込
み
理
論
に
基
づ
く

多
分
割
眼
鏡
レ
ン
ズ
が
、
適
切

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
交
付
に
基

づ
き
処
方
可
能
と
な
り
、
同
様

に
販
売
が
待
た
れ
る
。
一
方
で

抑
制
効
果
だ
け
み
れ
ば
『B
eyo

nd the B
est

』
の
低
照
度
赤
色

光
治
療
が
、
自
由
診
療
で
提
供

さ
れ
て
い
る
。

＊
協
会
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

で
動
画
配
信
予
定

　 ランニング同好会では毎年川崎国際駅伝に出場しています。 そこで

会員の先生方、 従業員 ・ ご家族の方で駅伝に参加していただける方を

募集します。 関心のある方は協会事務局までお問い合わせください。

TEL ： 045-313-2111　（担当事務局 : 園田）

川崎国際 EKIDEN2025
　日時　2025年 12月 14日（日）　スタート 11時（予定）
　場所　多摩川河川敷コース（神奈川県側）　諏訪いこいの広場
※駅伝参加費は協会が負担します。 当日の交通費・飲食費等は各自ご負担ください。

ランニング同好会からのご案内ランニング同好会からのご案内
川崎国際 EKIDEN2025参加者募集 !!川崎国際 EKIDEN2025参加者募集 !!

新聞「新春特集号」投稿募集新聞「新春特集号」投稿募集
　保険医新聞「新春特集号」（2026年1月5・15日号）は、会員から　保険医新聞「新春特集号」（2026年1月5・15日号）は、会員から
の投稿を中心に作成いたします。下記のテーマ投稿のほか、随筆、の投稿を中心に作成いたします。下記のテーマ投稿のほか、随筆、
写真・絵画、俳句・短歌などの投稿もお待ちしております。写真・絵画、俳句・短歌などの投稿もお待ちしております。

《投稿テーマ》 《投稿テーマ》 ①「母の言葉、父の言葉」、②「私の『推し』を発表し①「母の言葉、父の言葉」、②「私の『推し』を発表し

ます」、③「私の休日（休暇）の過ごし方」、④「自由投稿」ます」、③「私の休日（休暇）の過ごし方」、④「自由投稿」《文字数》 《文字数》 

700文字以内“厳守”700文字以内“厳守”《締切》 《締切》 11月17日（月）必着11月17日（月）必着 《送付先》郵送、 《送付先》郵送、

FAX、メール〈kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp〉等でお送りください。FAX、メール〈kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp〉等でお送りください。

ご不明点は新聞部まで（ ご不明点は新聞部まで（ ℡ ℡ 045-313-2111）。045-313-2111）。

※ 投稿は会員本人からの作品のみを受け付けさせていただきます。投稿者には薄謝を※ 投稿は会員本人からの作品のみを受け付けさせていただきます。投稿者には薄謝を

進呈いたします。進呈いたします。

ま
さ
に
崖
っ
ぷ
ち

横
浜
市
鶴
見
区

宮
澤　

由
美

年
々
増
え
る
赤
字　

逆
ザ
ヤ
に
唖
然

物価 物価 と

地
域

高騰

医療

２４
年
度
の
医
業
赤
字
病
院
の
割

合
は
２４
年
度
時
点
で
約
６９
％
に

も
達
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
病
床

閉
鎖
な
ど
に
よ
り
地
域
医
療
が

崩
壊
し
か
ね
な
い
た
め
、
２５
年

度
補
正
予
算
に
よ
り
１
床
５０
万

円
か
ら
１
０
０
万
円
の
緊
急
支

援
を
行
う
こ
と
と
、
２６
年
度
診

療
報
酬
改
定
に
あ
た
っ
て
は
１０

％
増
を
求
め
る
も
の
だ
。

　

当
院
は
全
日
本
病
院
協
会
の

会
員
病
院
だ
が
、
２３
年
度
か
ら

の
赤
字
決
算
が
続
い
て
お
り
、

し
か
も
赤
字
額
は
年
々
増
え
て

い
る
。
収
益
が
多
少
増
え
て
も

費
用
増
が
上
回
る
た
め
、
経
常

利
益
が
赤
字
に
な
る
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
お
り
、
病
院

経
営
を
預
か
る
も
の
と
し
て
は

薄
氷
を
踏
む
思
い
だ
。

　

費
用
の
中
で
は
人
件
費
分
が

多
い
が
、
賃
上
げ
は
職
員
の
生

活
を
守
る
意
味
で
必
須
の
情
勢

で
あ
り
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
に
基
づ
く
賃
上
げ
相
当
分
を

指
定
職
種
以
外
に
も
行
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
当
然
費

用
増
に
つ
な
が
る
が
、

そ
れ
で
も
他
産
業
の

賃
上
げ
水
準
に
及
ば

ず
、
人
材
が
流
出
し

て
い
る
。
水
光
熱
費
、

診
療
材
料
な
ど
の
価

格
も
高
騰
し
て
い
る
。

特
定
保
険
材
料
の
多

く
は
保
険
収
載
額
を

上
回
る
「
逆
ザ
ヤ
」

と
な
っ
て
お
り
、
神

奈
川
県
保
険
医
協
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
る
た
め
に
行
っ
た
院
内
調
査

の
結
果
に
は
唖
然
と
し
て
し
ま

っ
た
。
神
奈
川
県
や
横
浜
市
か

ら
の
支
援
金
で
は
到
底
追
い
つ

か
ず
、
電
力
会
社
を
変
更
す
る
、

診
療
材
料
の
購
入
元
を
変
え
る

な
ど
の
自
己
努
力
も
追
い
つ
く

も
の
で
は
な
い
。

　

病
院
食
は
治
療
食
と
し
て

も
、
入
院
生
活
の
さ
さ
や
か
な

楽
し
み
と
し
て
も
質
を
担
保
し

た
い
分
野
だ
。
し
か
し
食
品
の

物
価
高
騰
を
受
け
、
今
年
度
か

ら
は
つ
い
に
デ
ザ
ー
ト
の
フ
ル

ー
ツ
は
つ
け
ら
れ
な
い
、
米
は

国
産
か
ら
外
国
産
へ
、
そ
れ
で

も
高
タ
ン
パ
ク
食
や
嚥
下
ソ
フ

ト
食
な
ど
の
特
別
な
食
種
は
入

院
時
食
事
療
養
費
を
大
幅
に
超

え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
で
ま
と
も
な
病
院
経

営
が
成
り
立
つ
は
ず
も
な
く
、

赤
字
が
解
消
す
る
見
通
し
は
な

い
。

　

医
療
機
関
の
使
命
で
あ
る
地

域
医
療
提
供
は
ま
さ
に
崖
っ
ぷ

ち
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
汐
田
総
合
病
院
長
）
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11月10日(月)午後7時30分～

横

浜

支

部

研

究

会

　

化
学
物
質
過
敏
症
や
香
り
に
よ
る
健
康
被
害
、
い
わ
ゆ

る
『
香
害
』
は
近
年
注
目
を
集
め
ま
す
が
、
疾
患
概
念
や

診
断
基
準
は
未
確
立
で
、
臨
床
現
場
で
は
対
応
に
苦
慮
し

ま
す
。
本
講
演
で
は
臨
床
環
境
医
学
の
立
場
か
ら
病
態
生

理
の
最
新
知
見
を
概
説
し
、
既
存
の
診
断
基
準
や
鑑
別
診

断
の
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生
学
的
・
社

会
医
学
的
観
点
か
ら
の
意
義
を
論
じ
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
化
学
物
質
過
敏
症
・
香
害

の
理
解
と
診
療
の
ヒ
ン
ト

―
病
態
・
診
断
・
社
会
的
背
景
―
」

講
　
師
　
東
海
大
学

　
　
　
　
名
誉
教
授

坂
部　

貢
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
横
浜
支
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

11月8日
～11月17日

１１
月
８
日
（
土
）

医
療
事
務
講
習
会
１４
時
３０
分
。

１１
月
９
日
（
日
）

釣
り
大
会
８
時
。
医
科
新
規

指
定
医
講
習
会
１０
時
。

１１
月
１０
日
（
月
）

横
浜
支
部
研
究
会
１９
時
３０
分
。

１１
月
１１
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

１１
月
１２
日
（
水
）

学
術
部
会
１９
時
３０
分
。
県
央

支
部
幹
事
会
２０
時
。

１１
月
１３
日
（
木
）

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究
会
１３
時
３０

分
。
第
８
回
理
事
会
１９
時
３０

分
。

１１
月
１４
日
（
金
）

新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。
相
模

原
支
部
幹
事
会
２０
時
。

１１
月
１５
日
（
土
）

循
環
器
セ
ミ
ナ
ー
１６
時
。

１１
月
１６
日
（
日
）

歯
科
新
規
指
定
医
講
習
会
９

時
３０
分
。

１１
月
１７
日
（
月
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
政
策

部
会
１９
時
３０
分
。

11月15日(土)午後4時～ 11月9日(日)午前10時～
医
師
・
歯
科
医
師
及
び
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の

第
２８
回
循
環
器
セ
ミ
ナ
ー

と
こ
ろ
　　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
・
協
会
会
議
室

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
み
ん
な
が
納
得
す
る

高
血
圧
治
療
と
は
？

―
高
血
圧
管
理
・
治
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
―
」

特
別
講
演

テ
ー
マ
　「
高
血
圧
１０
の
フ
ァ
ク
ト
と

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｊ
Ｓ
Ｈ
２
０
２
５
」

講
　
師
　
大
阪
ろ
う
さ
い
病
院

　
　
　
　
総
長

樂
木　

宏
実
氏

総
合
討
論
「
Ｑ
＆
Ａ
」

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

循
環
器
セ
ミ
ナ
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

②
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

※
著
作
権
の
都
合
上
、
研
究
会
の
動
画
撮
影
・
録
音
・
画

面
キ
ャ
プ
チ
ャ
等
は
す
べ
て
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
資
料
が
あ
る
場
合
は
、
後
日
メ
ー
ル
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
先
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７４（
高
血
圧
症
）」１
・
５
単

位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

医
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
険
医
協
会
役
員
と
保
険
診
療
対
策
部
員

参
加
対
象

医
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
等
は
、
事
前
に
お
送
り
す
る

テ
キ
ス
ト
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
郵
便
事
情

の
関
係
で
発
送
か
ら
到
着
ま
で
に
１
週
間
近
く
か
か
る

事
例
も
生
じ
て
い
ま
す
。
早
め
の
お
申
込
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
１
部
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
必
要
な
方
は

後
日
お
知
ら
せ
す
る
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

※
次
回
開
催
は
２
０
２
６
年
１
月
の
予
定
で
す
。
お
申
込

み
等
は
開
催
月
の
前
月
（
１２
月
）
か
ら
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
開
業
１
年
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
個
別
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
保
険
診
療
対
策
部

11月18日(火)午後7時30分～ 11月18日(火)午後7時30分～

横

須

賀

支

部

研

究

会

　

横
浜
市
の
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
の
社
長
ら
３
名
は
、
不

正
輸
出
の
容
疑
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
。
３
人
の
勾
留
は

長
期
化
。
こ
の
う
ち
の
１
人
は
勾
留
中
に
進
行
胃
癌
と
診

断
さ
れ
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
死
亡
し
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
こ
の
事
件
は
警
視
庁
に
よ
る
捏
造
だ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
な
ぜ
冤
罪
は
起
き
た
の
か
、
そ

し
て
、
な
ぜ
３
人
の
勾
留
は
長
引
い
た
の
か
。

と
こ
ろ
　
横
須
賀
市
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

（
第
１
研
修
室
）
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
大
川
原
化
工
機
冤
罪
事
件

―
人
ご
と
で
は
な
い
人
質
司
法
―
」

講
　
師
　
和
田
倉
門
法
律
事
務
所

　
　
　
　
弁
護
士

髙
田　

剛
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
横
須
賀
市
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
講
演
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
横
須
賀
支
部

湘

南

支

部

研

究

会

　

医
院
の
「
第
三
者
承
継
」
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
特
有

の
課
題
や
進
め
方
の
実
務
ポ
イ
ン
ト
を
、
実
際
の
支
援
事

例
や
ト
ラ
ブ
ル
例
を
交
え
て
解
説
し
ま
す
。
承
継
を
成
功

さ
せ
る
た
め
の
準
備
や
、
譲
渡
側
・
譲
受
側
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
必
要
な
準
備
や
検
討
事
項
、
承
継
後
に
問
題
が
生

じ
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
現
場
で
の
知
見
を
も
と
に
実

践
的
な
視
点
で
お
伝
え
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク

５
０
３
会
議
室（
現
地
の
み
）

テ
ー
マ
　「
医
療
機
関
の
第
三
者

承
継
に
つ
い
て

―
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点

／
ト
ラ
ブ
ル
事
例
か
ら
見
え
て

く
る
こ
と
―
」

講
　
師
　
行
政
書
士
法
人

プ
ロ
シ
ア
ス
総
合
法
務
事
務
所（
柏
崎
法
務
事
務
所
）

　
　
　
　
代
表
行
政
書
士

柏
崎　

幸
一
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

／
未
入
会
の
医
師
・
歯
科
医
師

定
　
員
　
３５
名

お
申
込
み
　
湘
南
支
部

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
性
別
、②
医
籍
登
録
番
号
、③（
医
師
会
会
員
の
場
合

は
）所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。未

入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な

お
、会
場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

11月20日(木)午後7時15分～ 11月16日(日)午前9時30分～

第
６３９

回

月

例

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
睡
眠
障
害
診
療
の
最
先
端

―
ホ
ル
モ
ン
作
動
薬
を
含
め

た
治
療
戦
略
―
」

講
　
師
　
医
療
法
人
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｍ

理
事
長

　
　
　
　
慶
應
義
塾
大
学

訪
問
准
教
授

白
濱　

龍
太
郎
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
２０
（
不
眠
〈
睡
眠
障
害
〉）」

１
・
５
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
左
記
《
重
要
》
参
照
）】

共
　
催
　
塩
野
義
製
薬
㈱
／
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

お
申
込
み
　
研
究
部

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

講
師
団

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
開
場
は
９
時
で
す
。
開
始
時
刻
１０
分
前
ま
で
に
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い（
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
）。

※
当
講
習
会
は
年
間
５
回
程
度
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部
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「
使
い
に
く
い
も
の
に
ど
こ
ま
で
導
入
努
力
と
金
銭
的
負
担
を
か
け
さ
せ
る
の
か

…
」、「
導
入
し
て
ほ
し
い
な
ら
、
す
べ
て
の
項
目
を
全
額
補
助
に
す
べ
き
で
す
」
―

物
価
・
人
件
費
高
騰
に
加
え
、
医
療
Ｄ
Ｘ
関
係
の
支
出
に
対
す
る
声
な
ど
も
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
医
療
崩
壊
の
危
機
に
直
面
す
る
会
員
か
ら
の
意
見
を
、
前
号
に
引
き
続

き
紹
介
す
る（
今
号
は
第
２
回
目〈
全
３
回
〉）。
※
意
見
募
集
期
間
は
９
月
２９
日
か
ら
１０
月
１４
日

経
費
膨
ら
み
経
営
死
活　

最
低
賃
金
も
高
騰

「
医
療
制
度
は
崩
壊
す
る
！
」

「
医
療
制
度
は
崩
壊
す
る
！
」

読みやすさ等を優先し、頂いたコメントに一部修正を加えている場合がございます。ご了承ください。

◆
こ
の
２
年
間
で
保
険
診
療
売
り
上
げ

が
約
２５
％
減
で
す
。
全
国
平
均
で
も

小
児
科
は
約
２０
％
ダ
ウ
ン
と
把
握
し

て
い
ま
す
。
患
者
数
が
そ
こ
ま
で
減

じ
て
い
な
い
の
に
、
単
価
が
大
き
く

下
が
っ
て
い
ま
す
。
内
科
の
減
少
が

話
題
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
小
児
科

の
方
が
深
刻
に
思
い
ま
す
。
少
子
化

も
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
小
児
科
は

斜
陽
産
業
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す

が
、
国
と
し
て
本
当
に
そ
れ
で
良
い

の
か
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。

（
小
児
科
）

◆
医
療
機
器
や
診
療
に
関
わ
る
薬
品
や

点
滴
な
ど
に
必
要
な
物
品
、
採
血
検

査
費
用
な
ど
が
高
騰
し
て
お
り
、
賃

貸
料
に
も
税
金
が
か
か
っ
て
い
て
、

経
営
に
か
か
る
費
用
は
上
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
診
療

報
酬
を
下
げ
る
と
は
。
医
療
機
関
の

経
営
が
悪
化
す
る
の
は
当
然
で
す
。

ま
た
政
府
は
医
療
機
関
の
収
益
が
上

が
っ
て
い
る
と
訴
え
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
コ
ロ
ナ
の
助
成
金

や
診
療
報
酬
の
手
当
て
が
あ
り
、
感

染
者
の
数
が
大
幅
に
増
え
、
発
熱
で

か
か
る
人
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。

助
成
金
が
な
く
な
り
、
コ
ロ
ナ
に
関

わ
る
診
療
報
酬
が
下
が
り
、
コ
ロ
ナ

の
患
者
数
も
減
っ
て
い
る
の
で
、
収

入
は
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
医
療

機
関
は
外
来
人
数
を
同
じ
時
間
で
多

く
診
る
た
め
に
診
療
の
質
や
診
療
内

容
は
疎
か
に
な
り
ま
す
。
政
府
の
判

断
は
常
に
医
療
の
質
を
落
と
し
続
け

て
い
ま
す
。

　

精
神
科
を
標
榜
し
て
い
る
医
療
機

関
と
し
て
は
、
診
療
時
間
が
最
低
５

分
以
上
と
決
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
保
険
点
数
は
ど
ん
ど
ん
減
ら

さ
れ
る
一
方
で
す
。
内
科
は
早
け
れ

ば
２
～
３
分
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
精
神
科
は
８
～
１０
分
か
か

り
ま
す
。
３０
分
の
枠
で
精
神
科
は
４

人
が
限
度
で
す
が
、
内
科
は
早
い
先

生
で
あ
れ
ば
６
～
８
人
は
診
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
診
療
報
酬
を
精
神
科
が

増
や
す
た
め
に
は
人
数
も
多
く
診
な

け
れ
ば
立
ち
行
か
ず
、
当
院
で
転
院

し
た
患
者
の
話
を
聞
く
と
、
２
～
３

分
診
療
で
全
然
話
を
聞
い
て
も
ら
え

な
か
っ
た
と
度
々
伺
い
ま
す
。
内
科

は
検
査
も
や
る
の
で
診
療
単
価
が
高

い
で
す
。
だ
か
ら
精
神
科
で
は
初
診

の
予
約
に
自
費
で
料
金
を
つ
け
た

り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
払
わ
せ
た
り
、

Ｔ
Ｍ
Ｓ
の
治
療
を
高
額
な
料
金
で
行

う
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
不
利
益
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
時
間
を

か
け
て
薬
物
治
療
だ
け
で
な
く
精
神

療
法
を
し
っ
か
り
行
う
た
め
に
も
、

精
神
科
の
診
療
報
酬
を
上
げ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

医
療
機
関
の
収
益
判
断
は
自
由
診

療
な
ど
の
費
用
を
入
れ
て
の
収
益
評

価
だ
と
思
う
の
で
、
純
粋
に
保
険
診

療
の
点
数
で
医
療
機
関
の
収
益
か
ど

う
か
を
判
断
し
て
ほ
し
い
で
す
。
自

由
診
療
を
や
ら
な
け
れ
ば
立
ち
行
か

な
い
状
況
の
た
め
、
自
由
診
療
を
や

る
と
こ
ろ
が
増
え
問
題
が
起
こ
る
の

で
す
。
自
由
診
療
を
や
ら
な
け
れ
ば

経
営
は
す
ぐ
に
悪
化
し
ま
す
。

　

政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
を
推
奨
し
、
点
数
を
つ

け
る
こ
と
で
医
療
機
関
が
導
入
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
し
て
導
入
を
半

強
制
的
に
や
ら
せ
て
い
ま
す
。
い
つ

か
は
点
数
を
廃
止
す
る
魂
胆
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
政
府
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
の
多
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

所
持
率
が
低
い
か
ら
、
医
療
機
関
に

結
び
付
け
て
や
ら
せ
て
所
持
率
を
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
横
暴

す
ぎ
ま
す
。
さ
ら
に
、
保
険
証
を
な

く
す
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
所
持
率
を

上
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
エ
ラ
ー
は

多
く
、
患
者
さ
ん
の
多
く
は
暗
証
番

号
を
忘
れ
て
お
り
、
利
用
で
き
な
い

現場の声「イエローページ」

人
が
度
々
い
ま
す
。
結
局
何
か
あ
っ

て
も
医
療
機
関
が
対
応
さ
せ
ら
れ
、

手
間
の
か
か
る
作
業
を
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
窓
口
対
応
も
大
変
で

す
。
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
も

電
話
す
ら
繋
が
ら
な
い
。
何
か
を
や

る
の
で
あ
れ
ば
十
分
な
対
応
を
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
シ
ス
テ
ム
の

導
入
費
用
の
補
助
金
は
一
回
限
り
で

か
つ
一
部
し
か
出
さ
ず
、
シ
ス
テ
ム

の
維
持
費
や
機
器
の
買
い
替
え
、
シ

ス
テ
ム
変
更
費
用
な
ど
は
医
療
機
関

が
負
担
す
る
の
で
、
結
局
政
府
が
何

か
を
導
入
す
る
度
に
経
費
が
膨
ら
み

ま
す
。

（
脳
神
経
内
科
・
精
神
科
）

◆
◎
生
活
習
慣
病
管
理
料

　

４
カ
月
に
１
度
用
紙
を
発
行
し
て

い
る
が
、
手
間
・
時
間
が
か
か
る
上

に
用
紙
代
、
印
刷
代
（
イ
ン
ク
）
を
考

え
る
と
マ
イ
ナ
ス
面
が
大
き
い
。
特

定
疾
患
療
養
管
理
料
と
同
様
、
診
療

時
に
口
頭
の
指
導
で
良
い
の
で
は
？

◎
傷
病
手
当
金
意
見
書
交
付
料
を
生

活
習
慣
病
管
理
料
に
包
括
す
る
の
は

◆
毎
年
の
厚
労
省
か
ら
の
依
頼
。
資
格

確
認
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

な
ど
。
医
療
機
関
に
す
べ
て
導
入
し

て
ほ
し
い
な
ら
、
す
べ
て
の
項
目
を

全
額
補
助
に
す
べ
き
で
す
。
必
須
で

す
。

（
歯
科
）

◆
す
べ
て
の
材
料
、
金
属
、
技
工
料
、

お
か
し
い
。

　

交
付
す
る
に
あ
た
り
書
類
の
記
載

が
あ
り
、
時
間
を
取
ら
れ
る
の
に
包

括
す
る
の
は
お
か
し
い
。

◎
物
価
は
高
騰
す
る
一
方
な
の
に
、

医
療
費
の
適
切
な
改
善
が
さ
れ
ず
、

評
価
料
等
の
加
算
が
あ
る
が
手
間
が

か
か
り
、
現
実
的
で
は
な
い
。

　

◎
物
価
高
騰

　

公
費
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
委
託
料
を
上
げ
る
べ
き
。
物
価
が

上
が
っ
て
い
る
の
に
委
託
料
が
上
が

ら
な
い
の
な
ら
本
人
負
担
を
上
げ
る

べ
き
で
は
？

　

◎
衛
生
物
品

　

検
査
の
消
耗
品
が
毎
年
１
割
程
度

の
値
上
が
り
が
あ
る
の
に
点
数
に
は

適
切
な
改
定
が
さ
れ
て
い
な
い
（
シ

リ
ン
ジ
・
針
・
輸
液
セ
ッ
ト
・
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
・
手
袋
・
マ
ス
ク
・
血

糖
自
己
測
定
用
セ
ン
サ
ー
・
採
血
ス

ピ
ッ
ツ
・
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
電
極
・

心
エ
コ
ー
電
極
等
）
。

◎
電
子
カ
ル
テ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

人
件
費
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
現
場

の
努
力
だ
け
で
は
吸
収
で
き
ま
せ

ん
。

（
歯
科
）

◆
診
療
報
酬
の
改
定
の
度
に
点
数
は
微

妙
に
下
が
っ
て
ゆ
く
。
良
い
か
悪
い

か
、
新
し
い
項
目
が
増
え
て
ゆ
く
。

点
数
が
あ
っ
て
も
点
数
が
取
れ
な
い

項
目
が
多
す
ぎ
る
。
一
般
歯
科
医
が

治
療
に
活
か
せ
る
点
数
項
目
に
し
て

ほ
し
い
。
こ
れ
で
は
人
件
費
増
に
は

つ
い
て
い
け
な
い
。

（
歯
科
）

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
設

置
義
務
の
み
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
ス
マ
ホ
へ
の
対
応
や
、
さ
ら

も
、
時
間
や
料
金
が
か
か
る
（
企
業

に
払
う
金
額
と
携
わ
る
者
の
人
件
費

等
）
。

◎
人
件
費
増
（
最
低
賃
金
の
高
騰
）

　

こ
の
１
～
２
年
の
間
に
過
去
に
は

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
、
最
低
賃
金

の
高
騰
が
あ
る
。
な
ん
で
も
値
上
げ

を
す
る
だ
け
で
、
医
療
費
の
見
直
し

が
な
け
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
す

ら
払
え
ず
閉
院
す
る
し
か
な
い
医
療

機
関
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
？
死

に
は
受
診
患
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利

用
率
に
よ
る
初
診
時
の
「
医
療
Ｄ
Ｘ

推
進
体
制
整
備
加
算
」
等
の
算
定
条

件
と
し
て
、
３
カ
月
に
１
回
ク
リ
ニ

ッ
ク
へ
メ
ー
ル
に
て
利
用
率
を
知
ら

せ
て
く
る
。
ほ
と
ん
ど
脅
迫
で
は
な

い
か
と
思
わ
せ
る
厚
労
省
の
や
り
方

に
は
、
怒
り
を
覚
え
る
。

　

ま
た
、
相
変
わ
ら
ず
薬
品
の
品
不

足
が
し
ば
し
ば
起
き
て
お
り
、
こ
こ

数
年
間
全
く
改
善
し
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
よ
り
も
現
実
的
な
薬
品
不
足
を
早

く
解
決
す
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

（
歯
科
）

活
問
題
で
す
。

（
内
科
）

◆
・
人
件
費
や
材
料
費
が
値
上
が
り
す

る
中
、
財
源
と
し
て
は
保
険
収
入
に

頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
保
険
点
数

が
こ
れ
以
上
下
が
る
と
、
今
後
の
財

源
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
。
設

備
機
器
の
入
れ
替
え
も
必
要
で
あ
る

が
、な
か
な
か
そ
れ
も
困
難
で
あ
る
。

・
生
習
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

伴
う
点
数
な
ど
昨
今
、
業
務
が
増
え

て
い
る
。

（
精
神
科
）

◆
最
低
賃
金
の
上
昇
、
材
料
費
（
特
に

金
属
）
、
技
工
料
の
値
上
げ
、
そ
し

て
消
費
税
な
ど
、
世
の
中
の
物
全
て

が
値
上
げ
な
の
に
保
険
点
数
は
全
て

の
分
野
で
均
一
に
上
が
ら
な
い
！

我
々
医
療
人
は
日
々
、
生
命
の
尊
厳

を
守
る
た
め
に
患
者
さ
ん
に
尽
く
し

て
い
る
。
ど
う
し
て
我
々
が
日
々
の

暮
ら
し
を
脅
か
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
？
こ
の
ま
ま
で
は
、
医
療

制
度
は
崩
壊
す
る
！
自
由
診
療
で
し

か
生
活
が
で
き
な
く
な
る
様
で
は
、

皆
保
険
の
意
味
が
な
い
！
医
療
人
が

安
心
し
て
医
療
行
為
に
集
中
で
き
る

様
、
保
険
点
数
を
上
げ
る
こ
と
を
希

望
し
ま
す
。

（
歯
科
）

◆
非
常
勤
の
ス
タ
ッ
フ
１
人
が
退
職
し

た
分
で
残
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
賃
上
げ

を
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
院
長
の
負

担
が
増
し
、
光
熱
費
の
他
材
料
費
や

技
工
代
も
上
が
り
、
求
人
の
時
給
も

上
が
る
の
で
ス
タ
ッ
フ
を
補
え
な
い

ま
ま
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
を
は

じ
め
、
値
上
が
り
し
た
経
費
に
見
合

う
診
療
報
酬
に
早
急
に
し
て
欲
し
い
。

（
ふ
た
む
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

二
村
　
哲
）

保
険
診
療
、
立
ち
行
か
な
い

保
険
診
療
、
立
ち
行
か
な
い

材
料
、
金
属
、
技
工
料
、
人
件
費

一
般
歯
科
医
が

一
般
歯
科
医
が

治
療
に
活
か
せ

治
療
に
活
か
せ
る
点
数
に

る
点
数
に

　昨今、右を見ても左を見ても、物価高騰は生活に直接響く

ものまで恐ろしい様です。インバウンドが輪をかけて高騰を

招く中、お店は臨機応変に値上げしていけますが、この業界

では低く抑えられたまま。特にコロナ禍以降、法人は積算マ

イナス、「どうして働いているのにマイナスなんですか」と会

計士に質問すると、「出るのは同じでも収入が減ってるからで

す」との答え。数年これが続き、昨年などは何回か支払いの

引き落しができないと何社からもの連絡。しかたなく個人の

金を引き出し、法人の金という顔で支払っていました。何故？

　色々ありましたが暮れあたりの大きな理由は、コロナのワ

クチン代が大きく横浜市等と違い、川崎市は自院がワクチン

代も立て替え支払いに回され数カ月後に振り込まれるという

形のため、当院の様な底辺の医療機関では、市では想像もつ

かないでしょうがそれだけで底をついてしまう有様でした。

昨年は会計士の率直な言い方ですと、「入ってくるのは低いま

ま同じですが、出るのがより大きくなりました」とのこと。

恥ずかしながらこの年ですし（76才）、給料も私は半分にし（そ

もそも他と比べれば低いのですが）他の人は下げられません

ので、今葛藤しながら、やめる訳にもいかず回している状況

です。昨年6月以来の生習が始まってからなお一層拍車がかか

っています。 （循環器科）

「引き落としできない」複数社から「引き落としできない」複数社から

院長の給料半分に院長の給料半分に
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◆
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
の
機
器

導
入
に
手
続
き
が
煩
雑
す
ぎ
る
だ
け

で
な
く
、
業
者
も
設
置
意
欲
が
な
く
、

補
助
金
も
少
な
く
…
さ
ら
に
ス
マ
ホ

読
み
取
り
ま
で
対
応
せ
ざ
る
を
得

ず
、
ど
こ
ま
で
導
入
努
力
と
金
銭
的

負
担
を
か
け
さ
せ
る
の
か
…
し
か
も

使
い
に
く
い
。
最
悪
で
す
。
生
活
習

慣
病
管
理
料
Ⅰ
だ
と
発
熱
外
来
の
検

査
ま
で
包
括
さ
れ
て
し
ま
い
、
ど
う

し
て
発
熱
診
療
が
生
活
習
慣
病
管
理

に
包
含
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
…
疑
問

で
す
。

　（
お
り
も
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

は
身
を
粉
に
し
て
働
い
た
の
に
、
今

で
は
取
り
残
さ
れ
た
医
療
業
界
で

す
。
赤
字
に
も
な
り
ま
す
。
も
う
少

し
医
療
崩
壊
を
直
視
し
て
い
た
だ
き

き
た
い
。
是
非
保
険
制
度
の
見
直
し

を
!!

（
産
婦
、
小
児
、
内
科
）

◆
「
餅
は
餅
屋
」
で
す
の
で
、
医
師
に

補
助
金
申
請
や
加
算
申
請
の
行
政
書

類
の
Ｐ
Ｃ
入
力
や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
会
計
業
務
は
ス
ト
レ
ス
が
多

い
だ
け
で
、
お
互
い
ハ
ッ
ピ
ー
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
（
間
違
え
て
何
度
も

訂
正
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
）。

普
通
に
初
再
診
料
の
上
乗
せ
が
正
当

と
考
え
ま
す
。

　

銀
行
の
振
込
手
数
料
の
様
な
７
３

０
円
で
は
、
パ
ー
ト
職
員
が
書
類
記

載
が
正
し
い
か
確
認
す
る
程
度
し
か

値
し
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｘ
加
算
は
毎
月
変

わ
り
ま
す
か
ら
、
同
様
に
翌
月
か
ら

折
茂
　
賢
一
郎
）

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
は
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
す
。
こ
の
２

週
間
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
不
具
合
で
労
力
を
費
や
し
ま
し

た
。
元
の
保
険
証
の
方
が
、
よ
ほ
ど

い
い
で
す
。

（
皮
膚
科
）

◆
生
活
習
慣
病
管
理
料
は
絶
対
に
こ
れ

以
上
下
げ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い

（
Ⅰ
も
Ⅱ
も
）
。
高
血
圧
の
管
理
が
不

安
定
に
な
り
、
月
に
２
回
以
上
受
診

さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
多
く
、
何
故
月

に
１
度
し
か
算
定
で
き
な
い
の
か
疑

問
で
あ
る
。
３
カ
月
に
１
度
の
算
定

で
も
希
望
す
る
業
務
に
見
合
う
だ
け

の
点
数
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
も
し
、不
可
能
で
し
た
ら
、

最
近
、
精
神
科
外
来
の
混
雑
が
甚
だ

し
い
お
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
の

で
、
Ｉ
０
０
２
通
院
・
在
宅
精
神
療

法
の
算
定
を
精
神
科
の
標
榜
の
み
の

要
件
を
外
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
軽

度
の
精
神
疾
患
の
患
者
様
で
し
た
ら

診
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
一
般

の
か
か
り
つ
け
医
が
行
え
る
よ
う
に

な
る
と
幸
い
で
す
。

　

複
数
の
訴
え
等
で
手
間
が
か
か
る

患
者
様
や
後
遺
症
診
断
、
認
知
症
や

精
神
疾
患
等
で
１
時
間
近
く
か
か
る

患
者
様
・
ご
家
族
様
が
時
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
頑
張
る
の
も
限
度
が

あ
り
ま
す
。

　

数
年
前
に
健
康
保
険
料
が
国
税
と

同
様
に
国
権
で
強
制
徴
収
と
な
っ
た

な
ど
に
な
っ
た
ら
、
医
院
経
営
は
崩

壊
す
る
。
そ
の
場
合
、
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
の
方
々
に
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
払
え
な

い
だ
ろ
う
。
物
価
高
の
中
で
、
診
療

報
酬
を
減
ら
す
な
ど
あ
り
得
な
い
。

（
循
環
器
科
、
内
科
）

◆
内
科
の
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
き
ち

ん
と
制
度
化
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　（
本
郷
台
ホ
ー
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

名
倉
　
義
人
）

◆
経
営
が
厳
し
く
て
、
今
ま
で
だ
っ
た

ら
や
ら
な
か
っ
た
検
査
な
ど
を
オ
ー

ダ
ー
し
て
し
ま
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

（
内
科
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
会
計
で
の

監
査
も
受
け
ず
、
特
別
会
計
に
残
っ

て
い
る
こ
と
が
間
違
い
の
始
ま
り
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
保
険
料
の
拠
出

が
患
者
様
の
健
康
に
直
接
資
す
る
物

と
な
ら
な
い
方
が
組
織
維
持
等
に
使

え
る
予
算
が
増
す
と
言
う
逆
ザ
ヤ
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
状
況
下

で
は
、
厚
労
省
が
本
邦
の
医
療
を
指

導
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

国
が
動
か
な
い
現
状
で
考
え
ら
れ

る
の
は
、
日
本
医
師
会
な
ど
が
国
内
外

の
生
保
等
保
険
会
社
と
連
携
し
て
上

乗
せ
保
険
を
設
置
し
て
、
医
療
水
準
を

維
持
す
る
方
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
文
科
省
管
轄
の
幼
稚
園
は

公
共
性
が
高
い
の
で
、
消
費
税
が
か

か
ら
な
い
そ
う
で
す
。
開
業
医
が
抱

え
る
患
者
様
は
、
よ
り
多
数
で
広
範

囲
の
地
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
に
、
医
療
機
関
の
公
共
性
を
評

価
し
て
い
た
だ
い
て
消
費
税
除
外
業

種
に
入
れ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で

す
。

（
整
形
外
科
・
内
科
）

◆
物
価
等
が
上
が
り
、
診
療
報
酬
は
マ

イ
ナ
ス
改
定
で
は
医
院
の
採
算
が
取

れ
な
い
。
仕
事
量
を
増
や
し
て
も
収

入
が
減
る
と
い
う
状
況
で
、
医
院
外

に
収
入
を
求
め
て
い
る
状
況
。
自
身

の
健
康
の
切
り
売
り
で
、
い
つ
ま
で

持
つ
か
わ
か
ら
な
い
！

（
精
神
科
）

◆
物
価
高
騰
に
対
し
て
点
数
が
低
す
ぎ

る
。
現
場
の
実
情
を
わ
か
っ
て
い
る

と
は
思
え
な
い
。
手
間
が
か
か
る
作

業
が
増
え
て
も
、
人
件
費
の
こ
と
も

考
え
る
と
ス
タ
ッ
フ
も
増
や
せ
な

い
。
結
局
は
大
き
な
医
院
し
か
生
き

残
れ
な
い
と
思
う
。
結
果
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ケ
ア
を
担
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

減
少
し
、
選
定
療
養
費
の
負
担
を
考

え
た
患
者
が
重
症
化
し
て
、
総
合
病

院
の
負
担
を
増
や
す
だ
け
だ
と
思
う
。

（
循
環
器
内
科
）

◆
昨
年
の
物
価
高
が
３
％
な
の
に
、
医

療
費
の
評
価
額
が
０
・
８
８
％
値
上

げ
と
は
矛
盾
の
極
み

!!
公
国
立
病

院
並
び
に
病
床
の
あ
る
病
院
で
は
６

◆
電
気
・
ガ
ソ
リ
ン
代
・
水
道
料
金
等

イ
ン
フ
ラ
に
係
わ
る
物
の
値
上
げ
を

は
じ
め
、
食
料
品
や
日
常
品
・
人
件

費
・
不
動
産
ま
で
全
て
の
物
が
上
が

る
世
の
中
に
、
診
療
報
酬
の
み
マ
イ

ナ
ス
改
定
（
対
策
に
数
を
増
や
す
の

み
）。
こ
れ
で
は
、
質
の
担
保
は
危

う
く
な
っ
て
ゆ
く
！

（
内
科
）

◆
１
）
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
上
昇
。

　

２
）
保
険
点
数
が
あ
ま
り
に
も
低
い
。　

　

（
内
科
、
産
婦
、
小
児
）

３
）
実
際
分
娩
は
減
少
、
ほ
ぼ
妊
婦

健
診
は
１
／
２
以
下
。

４
）
若
者
が
お
金
が
な
く
、
将
来
の

子
ど
も
よ
り
自
分
自
身
の
た
め
に
お

金
を
使
い
、
結
婚
、
子
育
て
、
育
児

に
ベ
ク
ト
ル
が
向
か
な
く
な
る
の

は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
と
思
う
。

５
）
コ
ロ
ナ
禍
、
あ
れ
だ
け
医
業
者

を
使
っ
た
の
に
、
あ
の
４
年
前
、
我
々

割
強
が
赤
字
、
倒
産
し
て
い
る
病
院

が
多
数
で
日
本
の
医
療
が
困
窮
し
て

い
ま
す
。
早
急
に
対
応
し
な
い
と

…
…
。

（
桑
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
桑
原
　
利
彦
）

◆
医
療
材
料
（
薬
液
、
ワ
ク
チ
ン
、
シ

リ
ン
ジ
、
チ
ュ
ー
ブ
、
ガ
ー
ゼ
、
マ

ス
ク
な
ど
）
日
々
の
診
療
に
必
要
な

す
べ
て
の
も
の
が
値
上
が
り
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
光
熱
費
、
ガ
ソ
リ

ン
代
、
人
件
費
も
上
昇
。
し
か
し
診

療
報
酬
は
変
わ
ら
ず
、
２４
時
間
３
６

５
日
患
者
様
の
た
め
に
オ
ン
コ
ー
ル

体
制
で
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
経
営
の
苦
渋
を
抱
え

つ
つ
の
継
続
は
厳
し
い
の
が
現
状
で

す
。
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
も
、

現
場
の
実
情
に
見
合
っ
た
診
療
報
酬

体
系
の
見
直
し
を
強
く
望
み
ま
す
。

（
産
婦
人
科
）

◆
内
科
は
、
診
療
報
酬
が
特
定
疾
患
療

養
管
理
料
→
生
活
習
慣
病
管
理
料
Ⅱ

に
移
行
の
た
め
２
～
３
割
減
収
と
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
賃
金
上
昇
、

物
価
上
昇
も
重
な
り
３０
年
以
上
の
開

業
生
活
で
初
期
を
除
い
て
初
め
て
赤

字
に
な
り
ま
し
た
。

（
内
科
）

◆
嚥
下
障
害
の
入
院
患
者
に
提
供
す
る

嚥
下
ソ
フ
ト
食
の
１
日
当
た
り
納
入

価
が
９
２
０
円
に
値
上
が
り
と
い
う

通
知
が
来
ま
し
た
。
１
日
価
格
５
０

５
円
で
す
。
診
療
報
酬
で
決
め
ら
れ

た
額
は
６
９
０
円
。
す
な
わ
ち
毎
日

２
３
０
円
の
持
ち
出
し
で
す
が
、
嚥

下
困
難
食
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

◆
発
熱
対
応
の
加
算
が
月
１
回
し
か
算

定
で
き
な
い
の
で
、困
っ
て
い
ま
す
。

小
児
科
な
の
で
、
月
に
２
～
３
回
発

熱
対
応
す
る
患
者
さ
ん
が
一
定
数
お

り
ま
す
。
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
使
い
、
人
手
を

か
け
、
時
間
も
（
一
人
だ
け
の
た
め

に
）
十
分
か
け
て
対
応
す
る
の
で
、

経
営
上
厳
し
い
。
対
応
し
た
場
合
、

都
度
算
定
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

（
小
児
科
）

◆
保
険
で
も
良
い
治
療
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

（
歯
科
）

政策提言レポート

医療分野における消費税「損税」問題の解消と医療DX推進について医療分野における消費税「損税」問題の解消と医療DX推進について

1.問題の所在

日本は少子高齢化が急速に進展し、年金・医療などの社会保障制度を将来にわたっ

て持続可能な形で運営するため、安定した財源が不可欠である。その確保策として消費

税が導入されたが、医療分野においては大きな矛盾が生じている。診療報酬は非課税で

あるため、医療機関は薬剤や医療機器などの購入時に発生する消費税を仕入税額控除で

きず、いわゆる「損税」として自ら負担している。これは事実上、医療関係者が社会保

障費を肩代わりしている構造であり、特に小規模なクリニックや地域医療を担う医療機

関の経営を圧迫している。一方で、政府は医療DXを推進し、診療・処方・健診などの

データ連携を進めているが、その導入に際しては機器更新やシステム投資が必要とな

り、損税の存在がさらに重荷となっている。医療現場は「社会保障の担い手」であると

同時に「制度運営の被害者」となりつつある。

2.住基ネットの教訓から見る医療DXの課題

過去の住基ネットは、国民にとっての利便性が乏しく、説明不足や監視社会への懸

念が先行し、普及に失敗した。利用目的が不明確なまま巨額の投資が行われ、自治体や

国民に負担ばかりを強いた結果、マイナンバー制度への移行を余儀なくされた。この失

敗の教訓は、医療DXにも直結する。すなわち、国民にとっての明確なメリット、現場

に過大な負担を強いない仕組み、そして透明性のある運営がなければ制度は定着しな

い。損税問題を放置したまま医療DXだけを推進することは、住基ネットと同じ轍を踏

む危険性が高い。

3.提案内容

①　ゼロ税率の適用による損税解消：薬剤や医療機器の購入時には消費税額が明記さ

れており、課税販売としてゼロ税率を適用し仕入税額控除を認めることで、損税

を根本的に解消できる。患者に処方する薬剤は卸伝票で把握可能であり、対象特

定は容易である。

②　 医療DX基盤の国主導整備：医療機関に追加負担を強いるのではなく、国が責任を

持ってインフラを統一仕様で整備する。マイナポータル等を通じて健診結果・処

方歴・検査情報を一元的に閲覧可能にすることで、国民が直接恩恵を感じられる

仕組みを構築する。

③　 段階的導入と透明性の確保：資格確認・処方・健診をパッケージ化し、試行と改

善を繰り返しながら段階的に全国展開する。アクセス権限や監査体制を公開し、

セキュリティとプライバシー保護を徹底する。

4.　期待される効果
・ 損税問題を解決することで医療機関の経営が安定し、医療DX導入のための余力が生

まれる。

・ 経営基盤の改善は医療従事者の処遇向上につながり、地域医療の持続性を確保する。

・ 医療DXが国民の利便性を高める形で普及すれば、診療や処方の効率化、重複検査の

削減、健診データの活用など、社会全体の医療費抑制にも寄与する。

・ 制度の透明性と国民メリットを重視することで、住基ネットのような失敗を繰り返さ

ず、国民に信頼される持続的な社会保障基盤を構築できる。

5.　まとめ

医療分野における「損税」問題の解消と、国民メリットを最優先した医療DXの推進

は不可分である。両者を切り離して議論するのではなく、「経営の安定＝制度導入の前

提条件」として統合的に解決する必要がある。住基ネットの失敗から学ぶべきは、制度

を押し付けるのではなく、国民と現場に実際の利便性を提供し、透明性と信頼を確保す

ることである。医療機関の経営安定と医療DX推進を両輪とする改革こそが、持続可能

な社会保障制度の基盤を築く道である。

（内科・循環器科）

１
時
間
近
く
か
か
る
患
者
も
い
る
の
に
…

「
頑
張
る
の
も
限
界
」

「
頑
張
る
の
も
限
界
」
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